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１．歩掛の通勤補正 

   地理的条件により、地元市町村役場（市役所の支所等を含む）から現場までの往復に相当の時

間（９０分）以上を要する場合は、その時間に対応して歩掛を補正することができる。 

Ｔ 

Ｋ ＝ １ ＋           

４８０ 

Ｋ：補正係数（％、小数第３位四捨五入） 

Ｔ：９０分を超える通勤時間（分） 

※ 所要通勤時間（分）－９０（分） 

通勤時間の計算基礎 

 （ア）未舗装、林道以下     ２０km／ｈ 

 （イ）１車線道路（舗装）    ３０km／ｈ 

 （ウ）２車線道路（〃）     ５０km／ｈ 

 （エ）歩   道（〃）      ４km／ｈ 

                ２×水平距離（ｍ）＋垂直高（ｍ）×６ 

   徒歩による通勤時間（分）                     ×６０ 

        （往復）          ４，０００ 

   

 ※ 現場の位置は事業割合に応じて荷重計算による。 
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２．木材（間伐材）使用歩掛 

（１）丸太土留工（１０ｍ（１１㎡）当たり） 

   構造：法長１．１ｍ 法３分（木材１．３３４４m3） ※１ｍ当たり換算→１０㎡÷９．０９ 

名  称 規  格 数 量 単位 適  要 

 

杭木 

 

横木 

 

控木 

 

鉄線 

 

かや株 

 

苗木 

 

世話役（一般） 

 

普通作業員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段切付 

 

長さ０．７m 末口８㎝以上 

 

末口１０㎝以上 

 

長さ０．８m 末口１０㎝以上

 

なまし＃１０ 

 

１ｍ縄〆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       内訳 

 

 

 

 

幅０．８m～ 

１３．６０

２７．３０

９０．９０

１６．１０

５．００

１０．００

０．６０

３．０８

１．８０

１．０５

０．１５

（０．０６）

（０．０２）

 

 

本 

 

本 

 

本 

 

ｋｇ

 

束 

 

本 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

人 

 

１本当たり０．００４５m3 

 

１本当たり０．０２００m3 

（標準末口１０㎝＊長２．０m） 

１本当たり０．００８０m3 

 

結束用 

 

採取 

 

 

 

 

 

（３．００人 植栽除く） 

 

杭打、積仕上、緊結仕上、埋土

 

かや株採取 

 

かや株植付仕上 

 

階段上苗木植栽 

 

施肥木植栽 

 

必要に応じて計上 

備考１ 階段切付及び植栽は必要に応じて計上する。 
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（２）丸太柵工（木柵工）【治山用】 

   構造：高さ０．５０ｍ（木材０．６５８６m3）              １０m当たり 

名  称 規  格 数 量 単位 適  要 

 

杭木 

 

横木 

 

 

かや株 

 

 

普通作業員 

 

 

普通作業員 

 

 

普通作業員 

 

階段切付 

 

諸経費 

(長さ 1.0m 末口 9㎝以上 根入 0.5ｍ)

長さ 1.5m 末口 9㎝以上 根入 1.0ｍ 

 

末口６㎝以上 

 

 

１ｍ縄〆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１３．００)

１３．００

２５．００

１．５０

１．５０

（０．３６）

０．８２

０．３６

１．００

 

 

 

本 

 

本 

 

 

束 

 

 

人 

 

 

人 

 

 

人 

 

 

 

％ 

 

 

１本当たり０．００８１m3 

１本当たり０．０１２２m3 

 

１本当たり０．０２００m3 

（標準末口１０㎝＊長２．０m） 

 

採取 

 

組立、仕上 

０．０６人／本×２５本 

 

（0.40×0.7÷10×13 本） 

杭打 0.90×0.7÷10×13 本 

 

かや株採取、植付仕上 

（0.21＋0.03）×１．５束 

 

必要に応じて計上 

 

 

 

備考１ 階段切付は、必要に応じて計上する。 

２ 上段（  ）は杭長１．０m根入０．５mの場合の歩掛。 

３ 杭長１．５m根入１．０mを標準とし、基礎地盤の土質や背後の法面の状況によって杭長 

１．０m根入０．５mが適用できる。 

４ 基礎が岩盤等で杭打が困難な場合は、杭木を鉄筋とすることができる。 

５ 上記歩掛には、２０m程度の現場内小運搬を含む。 

６ 諸経費は丸太の切り揃え等に用いるチェンソーの損耗費と、結束用のなまし鉄線、しゅろ縄等

の費用であり、組立、仕上げの労務費の合計額に上表の率を乗じた額を上限として計上する。 
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（３）鉄筋杭の打込歩掛 

 

柵工支柱杭 （鉄筋の場合） 

１００本当たり

名  称 規  格 数  量 単位 適  要 

鉄筋 Ｄ＝25 ㎜ 異形棒鋼 

Ｌ＝1.0m 根入れ 0.5m 
０．３９８ ｔ 

3.98kg/m×1.0×100

÷1000 

普通作業員  ０．０７ 人 設置手間 

削工手間  ５０．００ ｍ 0.50×100 

    

計    

備考１ 鉄筋の頭部や先端を加工する場合は鉄筋加工組立歩掛の加工歩掛を適用する。 

  ただし、切断のみの場合は加工費は計上しない。 

 

 

削孔歩掛 （軟岩） 

１００ｍ当たり

名  称 規  格 数  量 単位 適  要 

世話役（一般）  ０．６０ 人  

削岩工  １．３０ 人  

普通作業員  １．３０ 人  

空気圧縮機運転 可搬式 7.5～7.6m3／min ０．６０ 日 市場価格 

レッグハンマー 損料、40kg 級 １．３０ 日  

テーパーロッド φ22mm＊1400 ㎜ ０．３０ 個  

カービット φ22mm 用 32 ㎜ ０．７０ 個  

    

計    
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（４）丸太筋工 

   構造：高さ０．３０ｍ（木材０．３９７５m3）              １０m当たり 

名  称 規  格 数 量 単位 適  要 

 

杭木 

 

横木 

 

 

かや株 

 

 

世話役 

（一般） 

 

普通作業員 

 

普通作業員 

 

 

普通作業員 

 

諸経費 

(長さ0.6m 末口9㎝以上 根入0.3ｍ)

長さ 0.8m 末口 9㎝以上 根入 0.5ｍ 

 

末口６㎝以上 

 

 

１ｍ縄〆 

(１５．００)

１５．００

１５．００

１．００

０．１１

０．５５

 

０．２４

０．１３

１．００

 

 

 

本 

 

本 

 

 

束 

 

 

人 

 

 

人 

 

人 

 

 

人 

 

％ 

 

 

１本当たり０．００４９m3 

１本当たり０．００６５m3 

 

１本当たり０．０２００m3 

（標準末口１０㎝＊長２．０m） 

 

採取 

 

 

 

 

 

床均し、杭打、組立、仕上 

 

かや株採取、植付仕上 

（0.21＋0.03）×１．０束 

 

埋戻し 

 

 

 

備考１ 階段幅３０㎝程度の階段切付を含む。 

２ 杭長０．８m根入０．５mを標準とし、基礎地盤の土質や背後の法面の状況によって杭長 

０．６m根入０．３mが適用できる。 

３ 上記歩掛には、２０m程度の現場内小運搬を含む。 

４ 諸経費は丸太の切り揃え等に用いるチェンソーの損耗費と、結束用の焼なまし鉄線、しゅろ縄

等の費用であり、組立、仕上げの労務費の合計額に上表の率を乗じた額を上限として計上する。 
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（５）丸太法面工 

 

丸太法面工 

１０ｍ当たり

名  称 規  格 数  量 単位 適  要 

支柱杭設置 Ｄ＝22 ㎜ 異形棒鋼 １０．００ 本 杭間隔１．０m 

背丸太 末口６㎝以上 ０．０６４ ｍ3 
間伐材等 

（標準積算末口８㎝）

普通作業員  ０．２０ 人  

諸経費  ５．００ ％ 労務費の５％ 

    

計    

備考１ 諸経費は背丸太と支柱杭を結束する焼なまし鉄線等の費用として労務費の５％を計上する。 

２ 支柱杭に木杭を使用する場合は別途算出する。 

 

 

丸太法面工支柱杭設置 

１０本当たり

名  称 規  格 土  砂 岩  盤 単位 適  要 

支柱杭 
Ｄ＝22 ㎜ 異形棒鋼 

土砂 L=1.00m・岩盤 L=0.60m 
３０．４０ １８．２４ ㎏ 

杭間隔 1.0ｍ 

3.04 ㎏/m 

世話役（一般）  ０．０８ 人  

特殊作業員  ０．２６ 人  

普通作業員  ０．３０ ０．０３ 人  

発動発電機賃料 ﾃﾞｨｾﾞﾙ 10KVA、6.4ｈ／日 ０．０８ 日  

ﾊﾝﾏﾄﾞﾘﾙ損料 φ＝38 ㎜ ０．２６ 日  

      

計      

備考１ 支柱杭に木杭を使用する場合は別途算出する。 

２ 鉄筋の頭部や先端を加工する場合は鉄筋加工組立歩掛の加工歩掛を適用する。 

   ただし、切断のみの場合は加工費は計上しない。 
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３．吸出防止材設置 

   表 １  吸出防止材設置歩掛  （１００㎡当たり） 

名 称 吸出防止材設置 

普 通 作 業 員 （ 人 ） ０．６ 

  備考１ 全面に設置する場合の重ね合わせ等による材料の割増率は＋０．０７とし、点在する場合

の材料の割増率は０とする。 

 

    単価表 

吸出防止材設置                          （１００㎡当たり） 

名   称 規    格 数 量 単 位 摘  要 

普 通 作 業 員  ０．６ 人 表 １ 

吸 出 防 止 材  ㎡  〃 

諸 雑 費  １ 式  

計     
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４．小型バックホウ掘削設計 
 
○ 機種規格   油圧式クローラ型、０．０４m3 

○ 適用範囲   幅員１．０ｍを超え１．５ｍ以下で生活環境保全林整備事業等の歩道に適用する。 

○ 機関出力   １３ＫＷ 

○ 時間当たりの燃料消費率   ０．１７５ 

○ １時間当たりの土工量（Ｖｓ） 
 

３，６００ 

Ｖｓ＝        ×ｑ×Ｅ（m3／ｈ） 

ｃｍ 
 

    ｑ：１サイクル当たりの掘削積込量（m3） 

０．０４×０．９８＝０．０３９≒０．０４m3 

    Ｅ：作業効率（一般土工摘用） 

      現場条件 

土質名 

地山の掘削積込 ルーズな状態の土砂積込 

良好 普通 不良 良好 普通 不良 

砂 ・ 砂 質 土 ０．８０ ０．６５ ０．５０ ０．８５ ０．７０ ０．５５

粘 性 土 ・ 礫 質 土 ０．７５ ０．６０ ０．４５ ０．８０ ０．６５ ０．５０

岩 塊 ・ 玉 石 ０．６０ ０．４５ ０．３０ ０．６５ ０．５０ ０．３５

軟 岩 （ Ⅰ ） Ａ ０．６０ ０．４５ ０．３０ ０．８０ ０．６５ ０．５０

破 砕 岩 － － － － ０．４５ ０．３０
 

 備考１ 構造物の床堀作業に使用する場合は、０．０５を減じた値とする。 

   ２ 作業現場が広く、地山が緩んでいて、しかも作業妨害が少なく連続作業が可能等の条件がそ

ろっている場合は良好をとる。 

   ３ 作業現場が狭く、掘削深が最適でなく、また地山が固く、かつ連続作業が困難で作業妨害が

多い等の条件がそろっている場合は不良をとる。 

   ４ 掘削深が最適でも地山が固い場合、または掘削深が最適でなくても土が緩んでいる場合等、

上記の条件がほぼ中位と考えられるような場合は普通をとる。 

   ５ ルーズな状態の土砂積込みの場合は、上記のうち土の固さの条件を除いた他の条件を勘案し

て数値を決めるものとする。 

   ６ 破砕岩とは、中硬岩及び硬岩を破砕したものをいう。 
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   ｃｍ：１サイクルの所要時間（Ｓｅｃ） 

旋回角度 

機種 

９０° １８０°

バ ッ ク ホ ウ ３０ ３５ 

ク ラ イ ム シ ェ ル ３６ ４２ 

      

備考１ バックホウについては、掘削は９０°、掘削積込は１８０°旋回を標準とする。 

       ２ クライムシェルの旋回角度は９０°を標準とする。 

   ※ 運転日当たり標準運転時間は５．６ｈ／日とする。 

   ※ 供用日当たり標準運転時間は３．９ｈ／日とする。 

 

№      バックホウ運転       単  価  表 

構  造      油圧式クローラ型 ０．０４m3              １時間当たり 

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

特 殊 作 業 員  ０．１８ 人 １÷Ｔ Ｔ＝5.6ｈ／日 

燃 料 費 軽油 ２．３０ ㍑ １３ＫＷ×０．１７５ 

機 械 損 料  ０．１８ 日 １ｈ÷5.6ｈ／日 

    

    

計    
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５． 筋  工 

 

(1)      筋 工 （石筋）      単  価  表 

構  造   Ｈ＝０．５ｍ Ｓ＝１：０．３０                 １０ｍ当たり

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

石 筋 石 控え１５㎝以上 ５．００ ㎡  

石 筋 石 採 取  ０．７５ ｍ3 0.6 人／m3× 

〃 積 仕 上 げ  ５．００ ㎡ 0.24 人／㎡× 

萱 株 採 取  ２．００ 束 0.21 人／束× 

〃 植 付 仕 上  ２．００ 束 0.03 人／束× 

階 段 切 付 （Ａ）幅０．５ｍ  必要に応じて計上 

    

計    

 

(2)      筋 工 （萱）       単  価  表 

構  造                                  １０ｍ当たり 

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

萱 株 採 取  ２．００ 束 0.21 人／束× 

〃 植 付 仕 上  ２．００ 束 0.03 人／束× 

階 段 切 付 （Ａ）幅０．３ｍ  必要に応じて計上 

    

計    

 

(3)      植生土のう筋工       単  価  表 

構  造   ３段積  Ｈ＝０．３ｍ Ｓ＝１：０．３０           １０ｍ当たり 

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

植 生 土 の う 
仕上り寸法 

０．５＊０．３＊０．１ｍ
６０．００ 袋 ２０袋×３段 

中 詰 土  １．０８ ｍ3  

止 釘 異形棒鋼 Ｄ＝１０㎜ ３１．３６ ㎏  0.56kg/m×80 本×0.70m

普 通 作 業 員  ０．６０ 人 袋詰込み 0.20×３段 

普 通 作 業 員  ０．３５ 人 
張付仕上げ、止釘打込 

0.10×３段＋0.05 

普 通 作 業 員  ※０．５４ 人 中詰土採取 0.18×３段

  ※現地発生の土砂を使用する場合は計上しない。

   

計   
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６．土留工・護岸工等 

   方格枠工組立歩掛 

   ① 普通作業員（組立）    ０．４４人／１０本 

   ② 普通作業員（中詰石詰込） ０．４４人／m3 

③ 運搬、床堀、鉄筋等は別途計上すること。 

④ 取り壊しは歩掛の１／２とする。 

 

７．栗石等 

 

現場採取歩掛                   （１．０m3 当たり） 

区   分 規   格 普通作業員 

栗  石 

（割栗石） 

５～３０㎝ 
０．５人 

詰  石 

（玉石） 

１５～３０㎝ 
０．６人 

石筋石 
１５㎝以上 

（１５～３０㎝） 
０．６人 

 

８．仮設工 

 （１）仮設防護柵（木製） 

資  材  明  細  表 

名  称 形 状 寸 法 単位数量 本数 数 量 

主 柱 （杉）Ｌ＝２．００m φ＝０．１２m ０．０２９ｍ3 １０本 ０．２９０ｍ3

横 梁 （杉）Ｌ＝５．５０m φ＝０．０９m ０．０４４ｍ3 ４本 ０．１８０ｍ3

控 木 （杉）Ｌ＝２．００m φ＝０．１２m ０．０２９ｍ3 ５本 ０．１５０ｍ3

控 杭 （杉）Ｌ＝１．００m φ＝０．１２m ０．０１４ｍ3 ５本 ０．０７０ｍ3

計   ０．６９０ｍ3

土 留 板 （杉）Ｌ＝２．００m ０．２０＊０．０３６ ０．０１４ｍ3 ３８枚 ０．５３０ｍ3

 

№      仮設防護柵（木製）     単  価  表 

構  造   Ｈ＝１．５ｍ Ｌ＝１０ｍ                   １０ｍ当たり 

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

丸 太 
杉等 L=1.0～5.5m 

   D=0.09～0.12m 
０．６９ ｍ3 損料単価 

板 材 
W=0.2m 

ｔ=0.036m 
０．５３ ｍ3 損料単価 

雑 材 料 釘、鉄線等 １０．００ ％ 上記材料費の１０％ 

普 通 作 業 員  ５．９０ 人  

    

計    
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 （２）切土用仮設防護柵（有効高 Ｈ＝５．００ｍ） 

１箇所当たり 

区  分 規  格 計  算  式 数 量 

Ｈ 型 鋼 200＊200＊8＊12 49.9 ㎏/m×6.00×本 ㎏

Ｈ 型 鋼 125＊125＊6.5＊9 23.6 ㎏/m×5×(延長)m ㎏

間 伐 材 L=2.00m/本 10 ㎝ 0.016m3×10×(延長)m ｍ3

ラ ス 金 網 （ﾒｯｷ）2＊50＊50 3.00×(延長)m ｍ2

ｼ ｰ ﾄ 防災一種 3.00×(延長)m ｍ2

コンクリート σck=18N／㎜ 2 (0.80×1.00×(延長))－0.15×0.15×3.14×1.00 

×(箇所数) 

ｍ3

土 砂 掘 削  0.80×1.00×(延長)m ｍ3

ボ イ ド 管 300＊1,000 ㎜ 1.00×(箇所) ｍ

中 詰 砂  0.15×0.15×3.14×1.00×(箇所) ｍ3

雑 材 料  間伐材料費×10％（番線等費用） 

 

 （３）落石用仮設防護柵（有効高 Ｈ＝５．００ｍ） 

１箇所当たり 

区  分 規  格 計  算  式 数 量 

Ｈ 型 鋼 250＊250＊9＊14 71.8 ㎏/m×6.00×本 ㎏

鋼 矢 板 400＊100＊10.5 48.0 ㎏/m×11×(延長)m ㎏

コンクリート σck=18N／㎜ 2 (0.80×1.00×(延長))－0.20×0.20×3.14×1.00 

×(箇所数) 

ｍ3

土 砂 掘 削  0.80×1.00×(延長)m ｍ3

ボ イ ド 管 400＊1,000 ㎜ 1.00×(箇所) ｍ

中 詰 砂  0.20×0.20×3.14×1.00×(箇所) ｍ3

 

 （４）安全防護柵（木製） 

資  材  明  細  表 

名  称 形 状 寸 法 単位数量 本数 数 量 

主 柱 （杉）Ｌ＝６．００m φ＝０．１４m ０．０９２ｍ3 ４ ０．３６８ｍ3

支 柱 （杉）Ｌ＝４．５０m φ＝０．１４m ０．０６９ｍ3 ４ ０．２７６ｍ3

横 木 （杉）Ｌ＝４．５０m φ＝０．１４m 

（杉）Ｌ＝３．５０m φ＝０．１０m 

０．０６９ｍ3

０．０２７ｍ3

２ 

１０ 

０．１３８ｍ3

０．２７０ｍ3

筋 交 い （杉）Ｌ＝６．００m φ＝０．１０m ０．０４７ｍ3 ４ ０．１８８ｍ3

カ ス ガ イ １箇所当たり２本 ０．１５㎏ ８０ １２．０㎏

鉄 線 ＃ １ ０ １箇所当たり２．０ｍ ０．０７㎏ ９０ ６．３㎏

 

杉素材計＝０．９７ｍ3 

杉素材計＝０．２７ｍ3   １箇所当たり ５．００×３．００×２＝３０．００㎡ 
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№      安全防護柵（木製）     単  価  表 

構  造   Ｈ＝５．００ｍ Ｗ＝３．００ｍ （5.00×3.00）×2＝30.00 ㎡  １箇所当たり

名   称 材料形状寸法 数 量 単 位 摘  要 

素 材 
杉等 L=4.0m 以下 

   D=0.10m 
０．２７ ｍ3 損料単価 

素 材 
杉等 L=4.0～6.0ｍ 

   D=0.14m 
０．９７ ｍ3 損料単価 

カ ス ガ イ  １２．００ ㎏  

鉄 線 ＃１０ ６．３０ ㎏  

   （枠組足場適用） 

世 話 役 （ 一 般 ）  ０．４２ 人 1.4 人÷100 ㎡×30.0 ㎡

と び 工  １．７４ 人 5.8 人÷100 ㎡×30.0 ㎡

普 通 作 業 員  ０．４２ 人 1.4 人÷100 ㎡×30.0 ㎡

ﾗ ﾌ ﾃ ﾚ ｰ ﾝ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 賃 料 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 25ｔ吊 ０．３６ 日 1.2 日÷100 ㎡×30.0 ㎡

    

計    

備考１ ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ（賃料）は上記規格を標準とするが、これによりがたい場合は別途考慮すること。 

 

 

（５）水替用排水管据付撤去 

   据付、撤去歩掛 

                                      （100ｍ当たり） 

名  称 規  格 数  量 単位 適  要 

普通作業員  １．２ 人 据付・撤去 

排水管（損料） 管径 200mm～400mm １００．０ ｍ  

 

備考１ 本歩掛はポリエチレン管、硬質塩化ビニル管等これらに属する排水管の設置撤去に適用する。 

２ 運搬距離１００ｍ程度までの小運搬を含む。 

  ３ 排水管の補正係数（管の切断プロセス）は、+0.01 として上表に含む。 

  ４ 損率は、森林整備保全事業標準歩掛の合成樹脂管・ホースを適用する。 
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９．森林整備関係歩掛 

 

（１）枝 落 し 

   この歩掛は、保安林機能を強化するため刈枝葉等を除去する歩掛である。（経済性を高めること

を目的としたものは除く） 

   対象齢級はⅢ齢級以上とする。 

区   分 摘       要 １人当／本 

針葉樹 １回目 枝落高３．０ｍ １２０本 

〃 ２回目 枝落高４．５ｍ １００本 

広葉樹 １回目 枝落高３．０ｍ １３２本 

〃 ２回目 枝落高４．５ｍ １１０本 

備考１ 補正については傾斜による補正とする。 

 

  １）傾斜による補正 

平 均 傾 斜 係     数 

３０度以上 ＋１０％ 

２０～３０度未満 ０％ 

２０度未満 －５％ 

備考１ １日１人当たりの本数であるので枝落とし本数を設定し人役を算出する。 

 

 

 

（２）造  材 

  この歩掛は、間伐材利用による土留工、柵工、筋工等の現地材料を使用する場合の歩掛である。 

ス ギ                              （１０m3 当たり） 

名  称 単 位 

平均胸高直径 

摘  要 
10cm 未満 

10cm 以上 

16cm 未満 

16cm 以上 

22cm 未満 

22cm 以上 

28cm 未満 
28cm 以上 

特殊作業員 人 ０．８３ ０．７８ ０．６３ ０．５２ ０．４９  

普通作業員 人 ０．８３ ０．７８ ０．６３ ０．５２ ０．４９  

諸雑費率 ％ ４  

備考 １ 本表はスギの工程であり、ヒノキの場合には特殊作業員及び普通作業員の数値をそれぞれ 

＋０．０３人補正する。 

   ２ 諸雑費は、チェーンソーの損料及び燃料費等の費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗 

じた金額を上限として計上する。 
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（３）作業用歩道 

  １）作業用歩道設計における人力掘削の標準断面図は下記による。 

 

    Ａ 

 

                                 ０．２０    断面０．０６㎡ 

 

 

               ０．６０ 

 

    Ｂ 

 

                                 ０．４０    断面０．１２㎡ 

 

 

               ０．６０ 

 

    Ｃ 

                                 ０．６０    断面０．１８㎡ 

 

 

               ０．６０ 

 

  ２）路面の整地、既設歩道の修復程度（１０㎝程度以下の掘削）の作業用歩道については、 

    １０ｍ当たり 普通作業員 ０．０８人とする。 

 

 

                                 ０．１０程度以下 

 

 

 

               ０．６０ 
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10． 林 道 事 業 

（１）丸太柵工（木柵工）【林道用】 

   構造：高さ０．５０ｍ（木材０．６５８６m3）                   １０m当たり 

名  称 規  格 数 量 単位 適  要 

 

杭木 

 

横木 

 

 

普通作業員 

 

 

普通作業員 

 

(長さ1.0m 末口9㎝以上 根入0.5ｍ) 

長さ1.5m 末口9㎝以上 根入1.0ｍ 

 

末口６㎝以上 

 

(１３．００)

１３．００

２５．００

１．５０

（０．３６）

０．８２

 

本 

 

本 

 

 

人 

 

 

 

人 

１本当たり０．００８１m3 

１本当たり０．０１２２m3 

 

１本当たり０．０２００m3 

（標準末口１０㎝＊長２．０m） 

 

組立、仕上 

０．０６人／本×２５本 

 

（0.40×0.7÷10×13本） 

杭打0.90×0.7÷10×13本 

備考１ 本歩掛は、林道事業に適用する。ただし、現場条件に応じて階段切付が必要となる場合は、丸太柵工 

（木柵工）【治山用】を適用できるものとする。 

２ 上段（  ）は杭長１．０m根入０．５mの場合の歩掛。 

３ 杭長１．５m根入１．０mを標準とし、基礎地盤の土質や背後の法面の状況によって杭長１．０m 

根入０．５mが適用できる。 

４ 基礎が岩盤等で杭打が困難な場合は、杭木を鉄筋とすることができる。 

５ 上記歩掛には、２０m程度の現場内小運搬を含む。 

 

（２） 小動物に配慮した側溝 

１）小動物保護側溝設置歩掛 （土砂基礎用） 

１基当たり 

名     称 単  位 数  量 摘          要 

普 通 作 業 員 人 ０．０１ 練石積み 

普 通 作 業 員 人 ０．３６ 杭打込み ０．７×０．３×１７÷１０ 

２）小動物保護側溝設置歩掛 （岩基礎用） 

１基当たり 

名    称 単  位 数  量 摘          要 

普 通 作 業 員 人 ０．０５ 練石積み 

   

３）胴込コンクリート打設については石積（張）工に準じる。
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 （３）ジオパックウォール工 

壁面材組立・設置工（法面ユニット設置）歩掛                  １００㎡当たり 

名   称 規    格 単 位 数  量 摘    要 

世 話 役  人 ０．７１  

特 殊 作 業 員  人 １．４２  

普 通 作 業 員  人 ９．４２  

バックホウ運転 山積０．５m3（平積０．４m3） 日 ２．９４ １×１００÷３４ 

諸 雑 費  ％ ４７．００  

備考１ 上記１００㎡当たりは、壁面材の実面積（直面積）である。 

   ２ 諸雑費は、小型バックホウ、振動ローラ、ランマ及びタンパの運転経費、裏型枠の損料、裏型

枠に必要とする雑材料及び、ジオテキスタイル敷設に使用する杭、木づち、バール等及び壁面材

を固定するボルト・ナット等の費用、また、天端取り合わせのための植生土のうの材料、据付に

かかる費用であり、労務費、機械損料及び運転経費の合計額に乗じた額を上限として計上する。 

機械運転単価 

機械名 規格 適用単価表 指定事項 

バックホウ 
排出ガス対策型・クローラ型 

山積 0.5ｍ3（平積 0.4ｍ3） 
機-28 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量→57  

賃料数量→1.30 

適用単価表は治山林道必携記載の機-28を準用する。 

 （４）土壁工用転落防止柵 

     （設置延長１８ｍ・設置撤去１回当たり） 

名   称 規    格 単 位 数  量 摘    要 

世 話 役  人 ０．１０  

普 通 作 業 員  人 ０．３０  

諸 雑 費  ％ ３０．００  

備考１ 諸経費は、アンカー、支柱、手すり等の費用とし労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を 

上限として計上する。 

   １）アンカーの設置は施工基面から１段目上部、３段目上部、以降奇数段毎上部に設置する。 

   ２）延長は、３段目より上部の延長を、アンカーを設置した各段毎に積上げ計上する。 

備考２ 平成１７年９月１日以降の適用 

 

 （５）セメント安定処理 

  １）スタビライザ路盤工のセメント材散布歩掛について 

    スタビライザ路盤工におけるセメント材料の設計は１ｔ袋入りを標準とし、散布歩掛について

は以下のとおりとする。 

                                  １００㎡当たり 

名   称 規    格 単 位 数  量 

普 通 作 業 員  人 ３人×１００÷Ｄ 

トラッククレーン 油圧式４．８～４．９ｔ吊 日    １００÷Ｄ 

備考１ Ｄ＝７９０㎡（日当たり施工量） 

  ２ 普通作業員の作業内容は、固化材の散布、混合及び敷均し作業の補助労務である。 

（構成員・・・３人） 

  ３ トラッククレーンは賃料とする。 
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２）     スタビライザ路盤工    単価表            １．０㎡当たり 

構造   厚さ ｔ＝○㎝ セメント添加量○％ 材料の補正係数０．０２ 

名   称 形状寸法 数 量 単位 単 価 金額 
単価表 

番号 
備  考 

普通又は高炉ｾﾒﾝﾄ １ｔ袋  ｔ 円 円  設計密度×

添 加 量 ×

１．０２×

混 合 深 ×

１００ 

スタビライザ運転 １．６ｍ  ｈ   No.1 

ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞ運転 ３．１ｍ  ｈ    No.２ 

ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ運転 １０～１２ｔ  ｈ    No.３ 

タイヤローラ運転 ８～２０ｔ  ｈ    No.４ 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ賃料 油圧式4.8～4.9

吊 

０．１３ 日    100÷790 

普通作業員  ０．３８ 人    3×100÷790

計     ／100   

 

 

No.1     スタビライザ運転（ｾﾒﾝﾄ安定処理工）  単価表      １．０時間当たり 

構造   １．６ｍ 

名   称 形状寸法 数 量 単位 単 価 金額 
単価表 

番号 
備  考 

特殊運転手  ０．２０ 人 円 円  200÷40=5.0 

1÷5.0 

軽   油  ９．８０ Ｌ    88kw×0.111 

機械損料  １．００ ｈ     

        

計        

 

 

No.2     モーターグレーダ運転（ｾﾒﾝﾄ安定処理工）  単価表    １．０時間当たり 

構造   ３．１ｍ 

名   称 形状寸法 数 量 単位 単 価 金額 
単価表 

番号 
備  考 

特殊運転手  ０．１９ 人 円 円  380÷70=5.4 

1÷5.4 

軽   油  ９．２０ Ｌ    85kw×0.108 

機械損料  １．００ ｈ     

        

計        

 

 

No.3     ロードローラ運転（ｾﾒﾝﾄ安定処理工）  単価表      １．０時間当たり 

構造   マカダム両輪駆動 １０～１２ｔ 

名   称 形状寸法 数 量 単位 単 価 金額 
単価表 

番号 
備  考 
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特殊運転手  ０．２０ 人 円 円  360÷70=5.1 

1÷5.1 

軽   油  ６．６０ Ｌ    56kw×0.118 

機械損料  １．００ ｈ     

        

計        

 

No.4     タイヤローラ運転（ｾﾒﾝﾄ安定処理工）  単価表      １．０時間当たり 

構造   ８～２０ｔ 

名   称 形状寸法 数 量 単位 単 価 金額 
単価表 

番号 
備  考 

特殊運転手  ０．１９ 人 円 円  380÷70=5.4 

1÷5.4 

軽   油  ６．００ Ｌ    71kw×0.085 

機械損料  １．００ ｈ     

        

計        

 

 

（６）仮設用編柵設置・撤去（ポリネットシート） 

                                    １０ｍ当たり 

名称・規格 単 位 数 量      適   用 

編柵用杭 末口６ｃｍ 長１．５ｍ   本 １５．００  

普通作業員   人   ０．９０ 杭打+撤去 

ポリネットシート 長３０ｍ巾６２ｃｍ   ｍ  １０．３０  

普通作業員   人   ０．１５ ポリネットシート設置+撤去 

鉄線 ナマシ１０番  ｋｇ   ２．０８  

釘 各種  ｋｇ   ０．８０  

    

萱株採取※   束   ２．００  

萱株植付け仕上げ※   束   ２．００  

※は必要に応じて計上。 

撤去歩掛は設置歩掛人役の５０％とする。 
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（７）コルゲートパイプ基礎工 

 コルゲートパイプ等のたわみ性暗渠の基礎工および基床工を設ける場合の歩掛は次のとおりとする。 

（１０ｍ3当たり）

名　　称 単位 備　　考

材　　　料 ｍ3 ｸﾗｯｼｬﾗﾝ等　割増無し

普通作業員 人

タンパ運転 日 60～100kg　　T = 5h

数　量

10.0

0.3

0.3

 

機械運転単価 
機械名 規格 適用単価表 指定事項 

タンパ 60～80ｋｇ 機-31 

運転労務数量→1.0 

燃料消費量→4.5 

機械賃料数量→1.38 

主燃料→ガソリン 

運転時間→5ｈ/日 

適用単価表は治山林道必携記載の機－31を準用する。 

 

（８）人力岩石掘削歩掛 

（10㎥当たり）

名              称 規      格 単
位 

区              分 

軟岩 

（Ⅰ）Ｂ

軟岩 

（Ⅱ） 
中硬岩

硬岩 

（Ⅰ） 

特殊作業員   人 2.6 3.3 4.6 7.5 

山林砂防工（普通作業員）   〃（〃） 1.3 1.7 2.3 3.8 

空気圧縮機運転 

排出ガス対策型 

可搬式スクリュー

5.0㎥/min 

日 0.4 0.6 0.8 1.3 

コンクリートブレーカ損料 20㎏級 〃 1.7 2.2 3.2 5.2 

諸雑費率   ％ 1 1 2 1 

 備考    １  上表には、法面整形 （基面整正）、 ３ｍ程度の投棄、仮置又は積込作業を含 

         むが、転石の小割手間は含まない。 

       ２  コンクリートブレーカは４台分の延日数である。 

       ３  空気圧縮機の適用単価表は治山林道必携記載の機－16を準用し、運転日当たり運転時 

         間は 4.5時間とする。 

       ４  諸雑費はコンクリートブレーカの 「ノミ」の損耗費として、労務費、運転 

         経費及び損料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 


